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ト ま え が き

Tf験をくわだててその賢潮結果からできiだけ

精度ゐ高い結論をだそうと欲するめは狩れLも常

然のことであろう.精度の商いということは紙皿

に;-i,tTn首が少いことであるから,われわれはTf股定

訳flil;をもたらすと瓜われる原囚はつとめて除くよ

'=)にしなければならない･

ところでだ放重などできわめて精襟に行うこと
I

のできる物理賢験といったような窃合には,琵験

の結果に他の不純因子がまざれこむことが比較的

すくないが,こと複鞘な生命現象ととりくむ生物

慧 …;監 ■三豊 三Ir･L::.;,≡.li笠 三芸票
る研究にいたってはその質剛結弟にいろVTろの因

子の影響がまざれこむことをどうしても避けるこ

とがゼきない.そしてこの場合未知の囚手は勿論

われわれが意識している因子の影響さえも,技術

的な理由な't･から除くことができないということ

は,これまでの研究者が仏としく体験してきたな -

やみであった.そしてだれもがこのなやみから晩

きゃくしようといろいろの苦心工夫J=i:かさねてきl
た.･しかしそれとても従来の体験をもととして, ･

あく串で経験的た,尤もらしく質喝郡 †霊するこ

とによって誤差の附標からまぬがれようとする努

力に性かならなかったようである･すなわちそこ

には,rTf嘘を=どう計設するか｣ということにラ
いて,棚 郎勺にそれを決定するなんらの根きよも

ないばかりでなく,Tf放課韮そのものについてあ
まりにも回避的であり,ときにはこれをうやむや`

に誹ろうとするものさえあったようにおもう･こ

れでは料筏の進歩は望牽れない･いまに.して倍研

究報告()中V.主観的結論の多くあとをたiない琴
由も一つはぎのへんにあると思われる.

どうしても精度のよい結論をうるためには,質

⊂防虫科･.翳,7･8･9･'.6与-71(1947)コ

験につきまとう取運についてよく知り,

壷

れに親

しむことが必要なわけである･たとえ訊丑からま

ぬがれることができないとしても,誤差そのもの

を丑的,If芋的につかむことができれば問題はない∫
はすである･そのためには,われわれはもつと科

軌'1't)に- 審訊的,数理的に質験を計歪する必要

があるのではなかろうかr

ここに筆者はこれらの問題の解浩にせまられて

いる研究者たちえ,近代数理統言1肇 の一部門に,
FIshcr一派によって拓かれた質鹸計冨法(Design

ofExpcrimcnts)という一分野のあること●をつた

えよう.これは同じ材料で長も精度ゐよい結論を

だすには如何に巧験すればよいかということを教

理節評質の立場から研究する分野であって,小槻
木の理論から哉E!.させられた廻畳分析&'(Method
P

ofA去alysisofVariance)がその基礎をなすも

のである.

小校本の理論といえばなかには眼あたらしく感

する人もあるが,何も最近にはじまったわ'けでな

く,既に今世紀初頭におこり由在では,従来の大

数統計を抹殺する程にまで精密化されているので

句って'奨畳分析法という方法もう郎iqにお いて '

Fisher& MaqkcllZic(1923)がはじめて出畢Tf
験に膝用して以私 一般の研究者の注目するとこ
::
ろとなり,この方砧で非常ないきおいで普及し哉

屈したのである･一こころみに米国の1937～!.938年
tllの出現雑誌 Jotlr.･Agr.Sci･や Jour･Amer･
Soc.Agronom.をひらいてみるとこの統計方法

がいかにさかんに臆用されていたかが うかがわれ

る.尤もこの方法とても最善のものとは思われな

いので,その後も多くの聾者の批判の封象となつ■

-たようであるが,その後こうした方法が如何に恐

展し,どのように質用化されたかはいまのわれわ L

(1)分散分析法,あるいは平方偶差解析法ともいわれろ･
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れには知るよしもない･,I

旺際準図でこの方絵が多く臆用されたのは農笹

の試政如究梢 に臨場試験 (たとえは藤 樹軌 準盈
釈放など)の場合であって,畠放置の誤差を虚理す

る方池としては全く劃期的な方法とされたよ.うで

ある.ところセこうした新しい統計的方法もわが

抱ではなぜ.カモあまがかえbみ.られワ,.tTしろ敬遠

されてV!_た感がある･もちろんそれはいろいろの

班山も観 られるが,われわれとして一腰考えて

みねばならないことがすくなくないと思う･/

ここに筆者が琵笹をかえりみづこうした紹介を

こ.とろみる嘉指になったのもーつVC.われわれのた

づさめる笹間の分野にこう.した新しい統計的方法

のかけていることをつねづね環念におもったから

で,笹友からのすすめもあり,あえて筆をとった

わけである･)､もちろん筆者など決して統計笹を得

証とすさものでないので,これが理論的な説明な

ど思いもよらないことであっ七,ほとんど紹介の

任にたえないのであるが,2,8さがし読んだ参考

坊にたよって,葦剤試験'o場合を例に一とって･,こ

の方法がどんなものであるかその概念なり用V;5

なt･について苦い'TCみたいと思う. ､､

丑･受験計藍の立て方についてI
T助を計註する場合のコツは質減給苑にまきれ

とんでくる稜々の因子による変動程度を知 りうる

ようにすることである･もちろん,あらかじめ除

きうる泣動因はこ,れを除かねばならないが,除け

なくとも'L2験結果に現れる変動を分析して,意味

ある斑跡S:除き'他の解梓のつ75_､ない奨動をなる

T<く歩くするようにして総論の精度をよくしなけ

ればならない.lF申herは,この質測結果の精度(℡ヽ
のよし串.Lは問題となる値の班丑 (Va;玉ance)

の小さいことであることrc'潜目して,この奨畳を

通常な目印によってい,(つかの麺畳の知に分けて

確 りの意味のわからない壁畳と他の愛畳と丑比較

し,後者が意味あるものとみとめてよいかどうか

を統計的にしらべる方法を考えだしたのである.I

これが建丑分析箆と呼ばれる方法なのである.

(2)統計撃で旺これを分散不偏推定丑と呼び,質潤 .･

伯が陵本平均の周りにどのようなへだたりをもこ
って散らばっているかをしめす倍である.

′66

Jところでこあ分析方法をつかう.Vtは.この方法
I

がつかvl.うるように雪駄を計塁しなけ恥ばならな

い二と′いうのはどんな場合にでもこの分析方法が

通用できるとは限らないからである･そのうちで

も質放置の配列ということが大功である.茸教区

の太いさとか配列については従来からいろいろと

論議され'たくさんの文献があるようであるカミ,

襲畳分析法壷っかう場合に多く行われている配列

の方法としては,､FisheraWishart両氏が考案l
した次の2つの方法があげられる･

(3)
I1)･ラテン方格法 (LatinSq叫rC)

2)･乱塊法 (革andomizedBlock苧) ｡

ラテ･/方格法というのは･たとえばml田のよ
ぅな配列である･･すなわち,これでは)5つの品紐

(耳は虚琴)･A,B･C,D,E-を躍,培いすれにも
1品種 (又は広塑)を含み1つ以上含まないように

､第1国 ● 1 第2固

0 LE.AB.D_

･I)I3E･OJA

AIDIB
配列した場合である･第1団はその1例であって,

'こう.した配列別田列P計辞からvlyえは随分坪山あ

る(品種が5つならば161280､通りの酉己列法がある)わ

･.けであるから,そのうちの1つを atrandomに

とればよいのである･乱塊洪というの鵬 描 より●
･簡単で,第2団のように試験匠が任意のいくつか

のblockにわけられ各blockについて1品班(叉は■
尾理)づつ含むようにした場合である･そしておの.

おののblbck円での配列は他のblock円での配列

′
る･このほかに碁盤法(BcavanてsCh6ssboard)と'

いう配列法もあるが妖鮎が多いため一般に用いら

1れないようである･前甲2つの方法でどちらがよ

いかは一概にいえないのであづて,使い辺によっ

てそれぞれ特長のあるものせある･しかし,Tf段を

(3)LatinSquareの名の起源について托,謁木見沿:
欺寧小農(昭18)215買以下にくわしく田かれて
V､る｡ ∫I

l
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行う場の均一性が問題となる場合,.場所の不均一

性による壁朔をよりくわしく分析出祈る点でラテ.

ン方格班の方がすぐれてYlるよ.5に思われる･尤

もこれらの況鮎 が何故試放粒の設･Z堪 理に粒も､t
潤 しているかと●いうことについて耶繭な詮甲を
･くわえるこ､とはむづか.しいことである･～

餌にものべたように,この堅丑分析法はこうし

たある限られた方法で賢験を行う場合にのみ用い

ることができるのであって,これをいきなりわれJ.

われが現在行っている雪駄に通用できるとは限ら

ないのである∴とViうのは',この統計的方法が誼■

mされるたIE,にはTf放置の配列か atrandomに
､行われ,供試材料があくまで任志標本であること

カ亨誓 言慧芸芸呈孟完豊吉警三と醸 した場合に

っい七この分析の方法を例題とともに説明するこ

とにす早･理論的な詮明は一切これをはぷいたが ー

それは串に難解という七とだけでなく,むしろわ､

れわれにはこの方法を使いこなすことができれば.1
それで満足すべきであると言 う理由からである･ ■

VIVB......VJ'.....A.VTR.,.
.IⅠ1 Ⅹ11Ⅹ13........Xlj- -文1tn _Tl,L-.X1.-

Ⅰ‡2-ⅠⅠiI Ⅹ21Ⅹ22......Xej--Ⅹ2m】T2.Ti.●●●●●●Tn.-x2.∴ⅩilⅩi2..-....Xjj......Xin 軍i.■Ⅹn.

r T T T●▲一●

Ⅰ.壁 塁 分 析 法

いまm棒期の殺虫軌 Vl,VI盟,････････:vmの殺

虫効果を比較するためにある哲の昆虫を供試材料

I

として野外から探弟してきてTf助したとする･虎

虫の薬剤に封する抵抗力がその虫の生い立つ準逓

'史,たとえば環境や食物,生れてからの日野など

で少なからずちが うであろうことは常然考えられ

ることで,そのために殺虫効果のう左に混同が過

るおそれがあるのでnタ所の兵つ尭場lgTT,耳1,冗

2,･･･-･･･Ⅱnから昆虫をとってきて供試すること

とする.乱塊法ではHl,H2,- --血のそれぞ～

れを1つの blockとみなして'各 blockについ

てm把の殺虫剤をつかって質駿すればよい･

今 Hiに封するVjの殺虫効加 ;Ⅹijで示され

るとすると,Tf駿の結穴は約3衣の如く独恐する

(SumofSq.uarcs).として見積るととができや･1'
m ･2

種差平方和･････････-A∑ (I-.ト 軍) ●
j三三1●
n 2 `

塊蓮平方和･･･-･･.･･･miPl(Ⅹi･一霊)

さらにこの質験でも種差あるVTは塊差による奨

動以外に,ある茂つかの原因による,奨動 (偶苛的

な托駿訳差にもとづく嬰動も雷然含まれる) がこの鹿I
央中に含まれているはづであるから'その程度を上

も見琉らねばな61ない･それに吐質験全体のあら

I/わす壁動の紙丑を爽d計算によって求め,
n tn~ -4

折 方和-･･-:･･iPl一,yTxi･'-5E)

ことができる.

この衣はおそらくわれわれが得ることのできる

罷低限度の:{{料であろう･さてこのTf測陪jRから .

薬剤の柾苅韮(招芸)にもとづく殺虫効果の異動の

程度と供試昆虫のちがい (塊迄)に与る撃動程度

をそれぞれ紐平均 (Xl)からの偏重の自乗の合計

や ､

これから桓差及塊差によ声望動畳を差引けばよ

い..すなわちL.

剰聖 華 j;(iijrX,2J(jn-mq(X･Jix'-o

･篭 i(Xi･-Ⅹ,3)-iA,'il(3m･-n ･iX･j
+Ⅹ) ○

この仏はこの場合これ以上分析できない奨動の

程度をあらわすものであって,.いずれの襲動因に

も郎屈せしめられないというので,一般にこれを

殴差として取りあっかつている･I

以上のようにして質験全体から3つの襲動因を

日印として,それぞれの奨動程皮を見積るととが

できたが,これらの値はElの債では比較芳案の賓

料とはならない.それでこれらの値をそれぞれa:

G7･



牽動因に照慮する自由度 (I)egreesofFreedom)

なるもので割ったものTす恵わち奨塁 (Varian･

ce)を求めるので怒る･ この場合誤差平方和 (卿

･&平方和) の負う自由度は総平方和に封する自由

度 (mn-1)から瞳差平方和に封する自由度(m-II

1)及び塊差平方和のそれt(a-1)を差引いたもの

であることは,平方和を求めた場合と同株である

すなわち,

(mn-1)-〔(也-I)+(All)〕〒(m-1)(_nT1)
.したがってそれぞk7･の奨畳は

2ー

- 蕗 ･-･･UIL-岩 蓬 (7K･7･i7,.
2

塊茎鎚 .･･-U2-蓋 一基 竺 i.JE,
/ 1 11 帆

∑(Ⅹij
J'=1

誤差堅塁 ･･･-TIS
2,.

-冨i.一富.汁Ⅹ)一

このようにして質験鎗巣にあらわれた撃節をい

く?カ,)の班動因に今グてそ甲程度を偏軍なく見積
るという方法が建畳分析法なq)である･

とこ争でこの奨畳が求められた計罪の過程をみ

てもわかるように,建丑力亨大きけれぼ大きいほど
その猿動程如 ミ大きぐ,小さい時は奨励のすく女､

lハことをあ1らわしている..

をむけなければならない.:というのはこの誤差建

立の虻の大小がその貫験r)精粗をあらわす唯一つ

の故債であるからである･以上の計辞を行うには

節4光のような表 (堅塁分析表という)を作ったら■
便利であろう･ ′

平方和を計罪するには衆の式で自乗の衣をつか､

って求めると箇取である.

9 2.

桂畠ヰ方和 =n∑Ⅹr mX
第 4表

又は -÷ ∑T?j一芸
2 3.

･塊差平方和 =m∑霊i..-n悪

文は - -意∑Til2-芸 ､

2 2､
紙平方和: 芯∑∑宜iJ･-Pu霊

又は L,-江 Ⅹi.･㌔蓋
･-蹄にもいったようにここでは乱塊法によってた

だ 3■っの変動因を目印Bして分析する場合につい/
てのみ述べたのであるが,さらに多くの11g因に分

析する場合でも根本の考え方は同じであって,た
I

i'それが可能なように賓験を計墓すればよいので

.ぁる･I

いま例をもって,計算の手泣きをしめしてみよ

ラ.

ある接現殺虫剤に8種顎の展着剤,(A,13,C,

D,E,F,G,I)の一定丑を加えた場合の殺虫効狐

を⊥種のアブラムシにらいてしらべて第6衣の成

按を得たとする･この場合アブラム.シは任志に野

外の6ヶ所,(Ⅰ,ⅠⅠ,.III,IV,V,VI)から探兆し

てきたもIのである..

この結果から展着剤Z)もがVlによる殺虫助穴a)

変動(種差)と採袋個所の相違によるそれ (塊韮)

及び誤差による奨動の程壁を見破ることがで き,

る.まづそれぞれの偏差平方和を-求めると,

2

蒐陀 方 和 (a)･･･-ココⅩ昌.二mln-I･
ヒ7040.28-5482.69=1657.59

･陵墓平方那 b'･,････÷ ∑T?,･-･蓋

T 型 -5482.69=576.1_.6
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第 5畠.･壬 (財 flの数字ほ死虫琴を しめす.)

A B ､ O D E F Ia

27.6 13.4 13.8 7.0 9.2

17.8 ､ゥ.4 3.8 4.0 1.8

14.2 8.2 6.8ー12.2 ll.4

.12.4 ll.4 つ.8 1̀0.4 72

17.8､15.8 18.6-6.8 12.6

20.2 17.4 19;8 22.4 20.4

ハU
8

0

6
_4

4

■

●

●

●

●

●

l

1

4

9

り-
e]l

tU
e]
6

4

0

0

8

J>
♪U
CO
6

9

dU
JT
CO
4

4

Cq

■0
9

5

1

8

1

1

1

8

2

e]
JかU
4

0リ

5

3

9

8

3

C.1

8

LD
nU
I.1
9

31

7

LB
L3

83

侶

G

O

ハU
8

hU
l

ハU

一▲

l

1

110.072.670.6 62.8.62.651.8 45.8 36.8 1 513.0

18.3312.10ll.7㌢lO.小 10.43 8.63 7.636.13

2

塊差平方和 (C).-嘉 ,lqi･一芸
47517.88
8 -LJr:482.69≡457,.05

従って誤差平方和くd)汰

a-(b+C)=1557.59-(576.'12+457.05)l
･=5_L}4.42

､攻にこれをそれぞれの自由度で割って狸丑を求

めると,

'U1- 576.12÷､7≡ 82.30

U.F'= 457.05÷ 5≡ 91.41

U3=声24.42÷85- 14.98 .

これを琴丘分析表でしめすと第6表のよ:5であ

る･ .′

･爵6虫鍔動因 偶差平方和 匝 由可 臥 . 氏
さてこうLで求めた欝丑の伍をみてみると,種

差及塊差奨丑に比して設立班丑がかなb小さいと

ttえーbかる･前にもいったように焚駿そのものの
精度は訳差異丑の大小に負うのであるから,結果

からみればこの質験の信祝度はそう低くないとみ

ることができるだろう･侍この場合塊差奨丑が分

析されなかったならば誤差の偏差平方和は

6_L)4.42+457.05≡981.47

とな り,自由度は85+5=40となるから.したが

って●誤差襲丑は24.45となり,塊差を分吐て考

l

えた場合より大き＼くなり,精度が悪くなること牢･

注意されたい.〟

次にとれらの変動のあらわす意味についてしら

べなければならなJJt.それにはいわゆる統計的償

･記検定の理論として逼られる吟昧方法について述

べる必要がある･

Ⅳ･値の吟味について ●

さ.て前節では重体の殺虫効果の撃動を薬剤の芸

による賛助と俳論昆虫のちがtJlによる昼勤及び決

選による異動とに分析することができたが;羊の
腰動に意味があるかは翠に壁畳を見ただけでは正

確なことはわからなV:･これを審訊的に鬼きわめI

るに町 これらの変動が偶然によるものか どう

か,すなわち,その必然性の程度を知ることが必

要である･それには普通誤差奨畳を規準として朝

一断すべき他の奨量と比較する∴この徐定に良 Fi･

Sherの〃Z"･tcstを用うればよい.､
印ち次の式によってZを求めて;

Z-÷ logcS -÷ (logcu-1og｡V2)

Z-分布≡綜 ら狩られる7.の那 指値と比較する.I
もし計非仏が理飴蛤より大きければその崇動は有
志謁だと判定するのである.Z一分禰表にnl,.n2,
とあるのは'.それぞれの異星に負う自由度であっ

て･nlには大きい奨量に封する自由度,nHは小さ

い奨畳に封する自由度をあてはめればよい.そし

てZの計辞にあたつ七はその値が負にならないよ

･(4)新しい数理統計母の雷には必づ見られる表である.

(5)2:一分布衣には1.1字菰有意水準が5%の場合と1%の
場合があげ'{ある. 危険率といわれるもめと同じ

ものであるがただ晩焦が与がうだけである･
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うに他の大き,小袋丑を必づ分子にするのである･̀∫
(一班に訳差変正がィ､さいから分母とする場合が多い)

(5)
又校定にあたって採るべき有意水準 (Lev-clof

SJ'gnificancc)-は特に精密を要する場合の他は0･

05(すなわち5%)を使えばよいだろう. これ止わ

れわれが普泊有意とみとめ得る一つの事象生起の

必然性は95% 以上であるとケられるか らlで あ･

ろ･相田の例について,種差奨畳の意義をしらべ

てみると,

Z-% log量 -.÷ loge豊 富 -o･8515∫
Z一分布表からnl=ケn2-35に封する値をみるとl
､宥恕水準5%のときは約0.2196,1%のときは0.

6906であや･すなわち計算値は理革憶の有意水準

5年のときはもちろん,I%あ値よりも大きいこ
だから粒差による殺虫効果の望動には意義かある･-

と判巌 きるのである.
&.美袋畳についても同様な吟味を行うことがで

きることはもちろんである･

この -a"-tCSt'に封して,･SnedecorはS ･.の比

て,2:のかありに 〃F"と名付けた.

F-i ,I.i ･

与の -F"を使って吟味する蕗 を"F･'･･tcstと

vlう.･この場合の検定法朋 打者と重く同校で,p

-分布表を用いればよいのである･I

こうして検定することによってわれわれは種差

I

1B丑 (あるい抹塊差変畳)に?いて,これらの奨動

の有.,故カゝ否か革,吟味す去こと煎できるゐである

那,肩TJにも述べたように撞差止もとづく星畳 (あ-

るいは塊監変故)が説蓋袋畳よbかなり/Jせ い場合

に性,与れらの廻動は血とんぎ有意とは考えられ

ない･何故ならば誤差による繋動が大きいことは

質験結果の信紐皮が低いことに&.わ,蟹験結東か

ら冨いうる′.ことの精度が悪いことになるからで,

これをくわしく吟味してもおよそ者味をなさな～
い./これ以上検定する必要がないととになる･

･声て "Z"･testの結果'●薬剤の珪院による殺虫効

晃には有意の翼動があることがわか?たが,その

うちのどの票剤Z)殺虫効果がほんとうに大きく,

叉′L､さいのかを正確に知らねばならない.第5表

にあらわれた個々の粟剤Z)殺虫効果の平均値を見
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ただけでは何とも言えないからである･-すなわち･

平均値相互の問には果して必然的な差があるかど

うカモをしらべ.る必要があや･一般に2.づの平均値

の差の意味を哲学するには/ Studcnt法から導･
かれた〃t"-tcstを用いる･

t=Ⅹ-ⅩJ』l至■
/
上武で言,及び x-'はそれぞれの平均値,Sは

両群をまとめて一つにした時の分散不偏推定丑の

開平鑑であるが,この場合には誤差坦丑の開平値

I/uTを用や ･nl,兎びn紹 各平均値の負う自
由度である･.この式からt̀を求めてt分布宏から･

得 られる理論値と比較して有意か否かを放たする

のセある｡･.七･分鹿家のnは~(nl+n,)である･(有
意水準については 21･teStLと同株であるから略す
る.)しかし此の質由の如く多くの平均伯が比晩

しいときには,それぞれの平均値相互nnの誼につ

いて吟味+.るより'も'むしろ逆にいくら謎があれ

ば有意と言えるかというと与をしらべた方が位利
である.

′

豆一芸=

J

t x S

前例に?いて計辞してみよlう･各品位は6匹Ⅰ･5''

つ反覆されたから自由度nl及びn2は何れも 6-

1〒5である･したがってtは(nl+nZ)･=10に腔ヴ

る値を七･分布表おら見出せばよい･>すなわちこの

場合有意水準を5%と＼してtの理論隆は2･228で

ある･SはV預詔訂=8･87であるから
: 2.228×8.87

Ⅹ-Ⅹ~= =4.97

となる.

すなおち,有意水準を'5%とし七もそれぞれの平

＼萄値の問に乍･97%以上の死虫率ゐ差がなければほI
んとうーに差があるとは言いきれないのである･筋

5衣に示された平均値についてみるとAと-いう足

労剤を用いた場合は明かに他の7塩の.も1のむつか

ったときより殺虫効果があることがわかる･しか

し他の7短のものは何れも相互にほとんど譜味あ
る差があると'は,認められないこ.とをしめしてい

る.1もちろん差とV,うものはそうはつき,hした階

'脚 勺なものでないから厳密にい冬ば差が無いと性



併定桝 ない.もつと多くの故をつかえば･LNiが出

発たかも知れない∴ただこれだけの材料でこの位

の差では差があ.るとは言いきれないだけのことで
～

ある.1というのは; ここでは平均伯が等しいと

いう錨無慣記をたててこの限詮を校定したのであ

って,検定の結見これ等平均値の偶詮が棄てられ

なくともこの仮設が正しいという澄明には必づt

もならないか らである .(統計的慣設検定の理論につ

いては,野山(19i3)及び佐藤(1944)のJ雷にくわしい

から参照さttたい).侍この"tH-teStはF･分布を麿､
用することもできるのであって,一般にt･分布は

F-分布で, I

F=t雪nl=1 n!=n(t･'分布の自由正)

と旺vlた特別の場合にすぎないから'F･衣を利
用してtを求めるt.ともできるわけである･

こうした吟味方法はほかにもいろいろな庶用が

･､あるが,ここでは剖愛しておく･

Ⅴ･む す ･.び

筆者はこの茄に於て質験計定法の基本的な-/例

について地べたにすぎないのであるが,要するに

筆者の言いたかったことは質験カミ正しく計志され･.
たならば,得られた資料から,それを通常に分析

することによっ七,結果のしめす内容毎精密に吟

塊することができるということである･如何にす

ぐれた質故でもその結果の考察が自由にできない

ならば,その同値.Pi低いものとなるであろう･今

日のわれわれのように,日時資材に極度の制限を

うけてゐるものにとって.どうしてぢこうした能
率のよい,精度を高めるための方策- それは統

計嬰の恵用に限らなViが｣ が必要であると思う

のである.

しかしここに注恋しなければならないことは,

あっても,用い方にm特なところがあってtftれな

いとよく冒いちがいや言いすぎを但しやすいとい

うことである .いかに柑密むきわめた統計方班で

もこれを正しく使わなかったならば,そこには守

こそあれ益のないことになろう･まして盲目的な

威用だけはやめなければいけない.又この襲丑分

析法とても'lようやく体系づけられたとは･VTえ完

成された方法とは瓜われないから,今後もどんど

ん新らしい方班が生れるであろうが'それにして●

をこうした方法がこ.の団の研究者たちにかえbみ
られないことは摺念なことであると思う･たとい

こうした方法が現在の研究に慮用し得ないとして

ち,この考え方だけでもと･りいれたいもので'bる

そして従来の借物にすぎない統計車から一歩出て

われわれの質験を基礎として,その上にわれわれ

の統計方法をつくりあ伊なければならない･'そこ

にはじめて高庇の科挙的研究ペの道が拓かれるの

ではなかろうか .こうした矧均に封する苛料とL

t'この拙い紹介が役立てば本望である･

/
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